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中国語の“涼”に関わる意味拡張について 

本稿の目的は、中国語の“涼”を含む表現がメタファーやメトニミーによる意味拡張が働

いていることを検証することである。従来の中国語の温度に関する認知言語学的研究は、

主に高温の“熱”に注目してきた(甘 1994、Kövecses2000 等)。低温の“涼”“冷”に関す

る表現、特に“涼”は、殆ど記述レベルに止まっている(馬 1987、尤 1999、呉 2009 等)。馬

(1987)は、“風涼話”“心涼”のみを扱って分析が少ない。尤(1999)は、“悲涼”“冰涼”を扱ってい

るが、“冰涼”のような物理的温度を表す表現と“悲涼”のような専ら抽象的な感覚を表す表現

を区別しておらず曖昧である。中国語の温度に関わる比喩表現の全体像を明らかにするた

めに、高温のみならず、低温に対する考察も必要である。本稿は、従来の研究を踏まえ、

中国語の“涼”を含む表現を対象に考察する。 

“涼”は物や場所の温度について、「心地よく感じる温度」と「予想から外れた低い温度」

に分けられる(呉 2009：23)。この 2 つの共通概念として、“涼”の基本義を「人が予期して

いたよりも低い温度」と設定する。“涼”には単音節語の他、“涼快”“風涼”“冰涼”のような多

音節語があり、各々“涼”の基本義を持つ。なお、“涼快”(涼しい)、“風涼”((場所)涼しい)

のような表現は暑いことを前提とし、“冰涼”(物体や身体が冷たい)のような表現は温かいこ

とを前提としている。 

本稿は、“涼”のみならず、“涼快”“風涼”“冰涼”も対象とし、それらの表現は、メタファー

またはメトニミーによる意味拡張の他、「メタファーによる中間操作を経てからシネクドキ

による拡張的に意味を得られる用法」のように、異種の 2 重のプロセスを経て成立される

ものもある。また、「メトニミーによる中間操作を経てからさらにメトニミーによる拡張的

に意味を得られる用法」のように、同種の 2 重のプロセスを経て成立されるものもあると

主張する。 

Grady(1997)には“INTENSITY OF ACTIVITY IS HEAT”があり、積極的に行動する感覚を

“HEAT”と捉える(Appendix)。中国語の場合、積極的に対応する感覚を“熱”(=HEAT)として捉

えるが、積極的な行動に欠けるのを“風涼”や“涼快”として捉え、その場面に相応しくない平

然さを指す。つまり、「暑いことを前提として生じた涼しい感覚」ということが受け継がれ

ているのである。また、“涼快”はメタファーによる意味拡張である。それに対し、“風凉話”

は「無責任な言動」を表すため、種と類の関係に基づいたシネクドキによるもので、「メタ

ファーによる中間操作を経てからシネクドキによる拡張的に意味を得られる用法」である

と考えられる。 
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メタファーの他、メトニミーに基づき「恐怖」「風邪」「死亡」を表す用法もある。

Kövecses(1990)は、physiological effect に基づいて“DROP IN BODY TEMPERATURE FOR 

FEAR”という概念メトニミーを提案している。中国語では“脊梁骨/背脊發涼(背筋 /背中が

涼しくなる)”で表す。「体の一部である背筋や背中の温度が下がる」という表現により「全

身の温度が下がる」ことを表し、さらに、全体の温度が下がる感覚を用いて「恐怖」を表

すためメトニミーによる拡張であると考えられる。 

その他、“著涼”は「体を温度の低い風に晒す」(原因)ことから、「風邪を引く」(結果)こ

とを表すためメトニミーによる拡張である。また、“涼”或いは“冰涼”は死体の温度を表し、

この場合も、体温を失う結果状況から死ぬという原因を推し測るためメトニミー表現であ

る(1)(2)。 

(1) 錢班長 的 身體 已經    涼了。   錢班長 和 他的 炊事班 的 戰士 

   銭班長 の  体 すでに  涼しくなった。 銭班長 と 彼の 炊事班 の 戦士 

全都   犧牲在了    草地裏。(インターネット) 

  全員  で犠牲になった  草むら 

銭班長の体はすでに冷たくなっていた。銭班長と彼が率いた炊事班の戦士は全員この草むらで戦死した。 

(2) 渾身   冰涼   斷了氣。[北京]  

全身  冷たい  息絶えた 

冷たくなって息絶えていた。 

一方、(3)の“涼”は、ある物事に対する期待から外れた時に生じる「愕然」とした様子や

衝撃によって生じる「落胆」または「失望」した様子や感情を表す用法である。“涼”とい

う実際の温度を用いて「感情」のような抽象的なものにたとえるプロセスはメタファーだ

と考えられる。なお、本来人間の持つ心臓という臓器を指す“心”は、人間の持つ「感情」も

指すことができることから、メトニミーによる拡張である。“風涼話”と異なって、これは

文レベルで 2 つのプロセスが観察できる例であると考えられる。 

(3)   誰知     他  用錢  全買烟抽了，  我 的 心    涼了    半截[…] [北京] 

  思いも寄らない  彼 お金を 煙草に費やした、私  の 心  涼しくなった 半分 

彼が煙草にお金を尽くしたとは思いも寄らなかったので、私は愕然として落胆した[…] 

 以上の考察から、中国語の“涼”を含む表現には、1 重のプロセスを経て拡張的な意味を得

る用法もあれば、2 重のプロセスを経て拡張的な意味を得る用法もあることが検証された。 
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